
 

■自己肯定感を高めるために 
 今年もあと二週間ちょっととなりました。三者面談が終わり、子どもたちの成長そして課題を学校

と家庭で共有できたことと思います。あらためて日頃より本校の教育活動にご理解とご支援をいた

だき、ありがとうございます。今回は自己肯定感について、お話しします。    

   （中学生主張大会表彰）↓ 

東京都では、「自己肯定感」とは、「自分に対する評価を行う際

に、自分の良さを肯定的に認める感情」と定義しています。 

（自信 やる気 ） 

自己肯定感を育てていくためには「自己受容感＝ありのままの

自分を認める感覚」「自己効力感＝自分にはできると思える感

覚」「自己有用感＝自分は何かの役に立っているという感覚」が

大切になってきます。自己肯定感を高めていく上で「褒める」ことは有効な手立ての一つです。「褒

めて」自信につなげていきます。中学生では「褒める」こと以上に「認める」ことが大切と考えます。

子どもの成長を「認める」。「認める」ことがその生徒の存在感を豊かにし、個性を輝かせ、自己肯

定感を高める大きな鍵となります。「認められた」という大きな実感が、さらに生徒の自信を深め、

能力を伸ばしていくことになります。 

思春期は第二次成長期とも言われ、心身が急速に発達する時期です。「友達からどうみられて

いるのだろうか」と他人の評価を気にするようになります。自分を認めていくには時間がかかります。

また、目標をもち挑戦し達成できたことで「自分にもできる」という自信がみなぎる時期でもありま

す。さらに、クラスや部活動、友達や地域の人々との関りの中で、自分が誰かに影響を与え、貢献し

ている実感を強く感じていく時期です。三者面談では自分の成長を振り返ることができ、また 3 学

期に向けての新たな挑戦を確認できたのではないかと感じています。私たち大人は、子どもたちが

少しでも「挑戦する」「感謝する」「貢献する」気持ちをもてるよう、そっと背中を押してあげる存在

でありたいものです。 

 
■woodpeckerのダンスパフォーマンス＋ダンス教室 

 案内はすでに配布しておりますが 12 月 18 日（月）に世界大会第 2

位、イッテＱにも出演している woodpeckerによるダンスパフォーマン

スとダンス教室を各学年で行います。この事業は東京都の「笑顔と学

びの体験活動プロジュクト」による学校公演であり、応募しました。

これから保健体育科の授業でダンスが始まります。ダンスが得意な人

も苦手な人も、本物をみて体を動かすことが少しでも楽しいと感じて

もらえれば嬉しく思います。保護者の方の参観も可能です。時間など

はプリントまたは HP の学校からのお知らせに掲載してあります。「本

物をみる」「体験をしてみる」活動は生徒の皆さんの成長に欠かせない

ものです。大いに楽しんでください。 
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１１月２日（木）に立川消防署から１０名ほどの消防士
さんに来ていただき、１年生の防災訓練を行いました。 
「大地震・火災が発生した際、迅速かつ適切な緊急対

応が行えるよう、生徒一人一人の防災に関する意識の
高揚と行動力の育成を目指す」という目的から、ロープ
ワーク、簡易担架による救助体験、消火器体験、煙体験
などをローテーションで体験しました。 
消防士さんの大きな声に圧倒されやや緊張気味にス

タートしましたが、体験ではていねいで優しく、時折冗談
を交えて進行され、天気が良い中で生徒は真剣&笑顔
で訓練を受けていました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月６日（月）に小中連携活動を
行いました。  ↓ 分科会の様子 
 

生徒の各種表彰 ～おめでとうございます！～ 

 

１年生の防災訓練 

 

個人名は掲載いたしません。 
また、今回の掲載は、ここに記載のもののみに
限らせていただきます。 
☆立川市中学生の主張大会 
   市長賞：２年生 
   PTA会長賞 ２年生 
   青少年問題協議会会長賞：１年生 
   優秀賞：１年生１名、２年生１名、３年生３名 
 

☆税の標語 
   立川間税会佳作：１年生 
☆人権作文コンクール 
   優秀賞：２年生 
   奨励賞：２年生２名 
☆薬物乱用防止啓発標語・ポスターコンクール 

 標語   佳作：３年生 
   ポスター佳作：２年生 
 

栄町青少健さわやかあいさつ運動 

 
１１月６日（月）に栄町青少健の
あいさつ運動が行われました。 
正門前の信号のない横断歩道
を、登校した生徒が安全に横断で
きます。また、正門付近では多くの
地域の皆様、保護者の皆様に見
守られ、笑顔であいさつを交わし
ての登校は気持ちが良く、一日の
良いスタートが切れますね。 

小中連携活動（教員） 

 

１１月１５日（水）に教員の「電子黒板」研修を行いました。 
これまで、学校の授業ではＩＣＴ機器として、各教室１台の大型テレビ、1人 1台の端末（Chromebook）などの活用をし

てきました。その大型テレビに代わり１０月に「電子黒板」が導入されました。Chromebook との接続性もよく、これまでより
も、生徒の学習意欲、集中力、理解力が高まることや授業の効率化を図ることができることなどが期待されます。 

教員の「電子黒板」研修 

 

立川市中学生の主張大会 
   市長賞の受賞カップ → 

 


